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鹿児島湾における水中音について－Ⅱ

ハマチ（モジャコ）の発生音

松野保久・山中有

OntheUnderwaterSoundinKagoshimａＢａｙ－Ⅱ

SwimmingnoiseofSeγjoﾉα９脚q"eγα伽#α(young）

YasuhisaMATsuNo＊andYuichiYAMANAKA
＊

Abstract

ThemeasurmentofswimmingsoundofＭＯＺＹＡＫＯ（Serjo〃９邸吻"e、伽"-young）inthe

fishpreservewascarriedoutatmostinnerareaofKagoshimabay・

Bythefrequencyanalysisofsounddata，thefrequenciesof55Hz，ｌＯＯＨｚａｎｄｌ６ｋＨｚ

ｗｅｒｅｆｏｕｎｄｔｏｂｅｓｕｐｅrior・Theseaudiofrequenciesandthefrequenciesofunderwatersound

ofDSLresembleeachothercomparativelywelL

ThisresultsuggestsｔｈａｔｔｈｅｕｎｄｅｒｗａｔｅｒｓｏｕｎｄｏｆＤＳＬｉｓｇeneratedbyswimmingfishes

whichcｏｍｐｏｓｅｔｈｅＤＳＬ．

鹿児島湾における超音波散乱層は周波数５０Ｈｚ前後の音を発生させていると推定した')．

しかしこの音が遊泳音，摂餌音あるいはその生物の体内から発生するものであるのか推定す

ることができなかった．そこで対象とする生物が判明しており，しかも同一種，同一体長の

群れの水中音の周波数解析を行なうことは超音波散乱層の発生音の解析の一助になるものと

考え，超音波散乱層を構成する魚類の体長に近い，イケスに養殖されているモジヤコの水中

発生音測定を実施した．

測 定 方 法

測定システムをＦｉｇ．１に示した．又ハイドロホンの支持方法はＦｉｇ．２に示したように

キヤプタイヤ・コードの途中にゴム製のヒモを取りつけフロートと連結し，その浮力により

ハイドロホンを水深１～２ｍのところに設置した．この測定に使用した器材は次の通りであ

る．

１）水中マイクロホン（ハイドロホン）「ST-1005型受波器」沖電気工業株式会社，使用

周波数範囲１０Ｈｚ～100kHz,受波感度-211.0ｄＢ(０ｄＢ＝1Ｖ/ﾉapa)，耐水圧５０k9／cnf

＊

鹿児島大学水産学部漁船航海学講座（LaboratoryofFishingVesselNavigation，Facultyof
Fisheries，KagoshimaUniversity，50-20Shimoarata4，Kagoshima，８９０Japan)．



Fig.１．MeasurmgsystemofunderwaterFi９．２．Supportmgmethodfo]rthehydrophone．
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実験海域はＦｉｇ．３のＡ，Ｂに示したように鹿児島湾々奥海域北端に位置する鹿児島県姶

良郡隼人町沖合の沖小島北方にある城山合産株式会社隼人養殖場のイケスにて測定した．対
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2）プリアンプ「ST-80A型前置増幅器」沖電気工業株式会社

3）信号解析処理装置「シグナルアナライザSM-2100A」岩崎通信機株式会社

4）インバータ「DAX-300」日本情報機器株式会社

5）バッテリーＤＣ１２Ｖ－１２０ＡＨ

実験海域はＦｉ負．３のＡ，Ｂに示したように鹿児島湾々奥海域北端に付置する鹿呼
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松野・山中：鹿児島湾の水中音一Ⅱ １３１

象魚種は同図Ｃに示したハマチ（‘Sをγ･jojZz”〃"８ｍ此”）の稚魚（モジャコーyoung）で体

長（全長）は４～５cmで１辺７ｍの正方形のイケス内に約5,000匹養殖されていた．

結果および考察

イケスに養殖されているハマチの稚魚モジヤコの水中発生音の測定は1983年８月３日実施

した．天候はｃａｌｍで海面には波は全くなかった．

Ｆｉｇ．４に１／３オクターブ分析の結果を示した．イケスより約１km離れた水域での水深

１ｍにおける水中音の周波数分析をＦｉｇ．４のＡに示した．これは魚群が存在しない場合の，

この海域における基本的な周波数分布を示しているものと推定される．モジヤコのイケスの

中にハイドロホンを水深１ｍにつり下げて測定した音の周波数分析をＦｉｇ．４のＢに示し

た．
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１０ｋ２０ｋ

Ｆｉｇ．４． Ｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓｏｆｌ/３octaveanalysisoftheunderwatersound・

Ａｓｈｏｗｉｎｇｔｈｅｓｏｕｎｄｓｐｅｃｔｒｕｍｉｎｔｈｅｏutsideofthefishpreserve・
Ｂｓｈｏｗｉｎｇｔｈｅｓｏｕｎｄｓｐｅｃｔｒｕｍｉｎｔｈｅｉ､ｓｉｄｅｏｆｔｈｅｆｉｓｈｐｒｅｓｅｒｖｅｏｆＭＯＺＹＡＫＯ．

魚群が存在しない海域における周波数分布は中心周波数20Ｈｚ，３１．５Ｈｚ，４０Ｈｚ，3.15kHz，

５kHz，１６ｋＨｚで極大となる．大略20Ｈｚから1.25kHzまで漸次減少し，その後20kHzま

でゆるやかに増加する．

モジヤコのイケス内における周波数分布は中心周波数63Ｈｚ，８０Ｈｚで極大，次いで100Ｈｚ，

125Ｈｚが高いレベルにあり，160Ｈｚ付近で急激に減少している．又6.3kHzに極大がある．

160Ｈｚから1.25kHzまで漸次減少し，６．３kHzまで漸次増加，再び20kHzまで減少してい

る．

ここで両者の相違は，モジャコのイケス内の方が55Ｈｚ～110Ｈｚ，４ｋＨ～１０ｋＨｚの周波数

帯域において卓越している．このことからモジャコは55Ｈｚ～110Ｈｚ及び６ｋＨｚ前後の周波

数を発生しているものと推定する．測定時におけるモジヤコは摂餌後の遊泳中であった．

ブリ魚群の発生音については橋本・西村・間庭2)，UNoandKoNAGAI3)，西村4)などによっ

て調査されている．西村によれば定置漁場でのブリ遊泳音の測定結果は１～５ｋＨｚの周波
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数成分を多く含んでおり，ブリ遊泳音と海中騒音は識別できるとしている．筆者等の測定結

果と多少異なる点があるが，これは測定対象の体長の相違によるものと推察する．超音波散

乱層を構成する魚は，イワハダカ（体長４～５cm)，ヨウジエソ（体長５～７cm)，キュウリ

エソ（体長４～５cm）であり，これら超音波散乱層構成生物が発生する周波数は50Ｈｚ前後

であった')．又今回の測定結果より超音波散乱層構成生物の体長に近いモジヤコの遊泳中発

生する低い周波数は55Ｈｚ～100Ｈｚであった．よって両者はその周波数帯域が非常に似通っ

ていることから，超音波散乱層の発する音はイワハダカ，ヨウジエソ，キュウリエソ等魚類

の遊泳中の発生音である可能性が高いものと推定される．

結 論

イケスに養殖されているハマチの稚魚（モジヤコ）群の遊泳音とイケス外の海中騒音の周

波数分布を比較検討することにより，モジヤコ群の遊泳中に発生する音の周波数分布は中心

周波数55Ｈｚから100Ｈｚの帯域および16kHz前後の周波数が卓越した．これは鹿児島湾に

おける超音波散乱層の発生周波数50Ｈｚ前後と似通っている．鹿児島湾における超音波散乱

層を構成する生物は主として魚類のイワハダカ，ヨウジエソ，キュウリエソと推定され，こ

れらの体長は今回の測定対象であるモジヤコと近似することから，超音波散乱層の発する音

は散乱層構成生物である魚類の遊泳中の発生音であるものと推定される．

最後にこの測定および資料整理に尽力下された坂口晃氏に謝意を表する．
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